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受け継がれし 伝統芸能

波
野
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能

『
神
楽
』は
、中
江
地
区

と
横
堀
地
区
の
二
つ
の
集
落
に
保
存

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
神
楽
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
を
持
ち
、集
落
内
に
あ
る
神

社
の
春
秋
の
祭
り
を
主
体
に
、近
く

の
村
里
の
お
祭
り
な
ど
で
公
演
を
行

う
郷
土
民
俗
芸
能
と
し
て
継
承
さ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。

二
つ
の
神
楽

の
起
源
は
、豊ぶ

ん
ご後

神
楽
の
系
統
と
言

わ
れ
て
お
り
、大
分
県
か
ら
伝
わ
っ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奈
良
時
代
に
書
か
れ
た「
古
事
記
」

と「
日
本
書
紀
」に
出
て
く
る「
天あ
ま

の

岩
戸
」の
神
話
を
中
心
に
劇
化
さ
れ

た
も
の
が
始
ま
り
で
、江
戸
時
代
ご

ろ
特
に
豊
後（
主
に
現
在
の
大
分
県
）

各
地
で
盛
ん
に
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、そ
の
神
楽
が
二
つ
の
地
区
に
伝

わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
中
江
地
区
に
は
大
分
県
豊
後
大
野

市
旧
清
川
村
の
御お
ん
だ
け嶽
流
岩
戸
神
楽

が
、横
堀
地
区
に
は
同
市
旧
朝
地
町

の
深
山
流
岩
戸
神
楽
が
そ
れ
ぞ
れ
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＫＡＧＵＲＡ神楽
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受け継がれし 伝統芸能

平
成
２
年
１
月
27

日
か
ら

28
日
に
か
け
て
、岩
戸
神
楽
の
33
演

目
す
べ
て
を
舞
い
続
け
る「
中
江
岩

戸
神
楽
33
座
完
全
復
元
県
立
劇
場
一

昼
夜
公
演
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
の
大
成
功
を
契
機
に
、

旧
波
野
村
で
は
神
楽
を
中
心
と
し
た

村
お
こ
し
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
、以
来
二
つ
の
神
楽
保
存
会
は
、地

元
の
祭
り
を
は
じ
め
、県
内
外
の
祭

典
な
ど
に
お
い
て
公
演
を
行
い
、神

楽
の
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

神楽とは
　日本の神

しんとう
道の神事で、神に奉納するための歌

うたまい
舞です。

　舞い手がお面をつけて踊ることで、神様が乗り移り、
五
ごこくほうじょう

穀豊穣や家内安全などを祈願します。

御
み か ぐ ら

神楽と里
さ と か ぐ ら

神楽
　神楽は、宮廷で行われる「御神楽」と神話がもとにな
り民間で行われる「里神楽」に分けられます。私たちが
身近に見ている神楽は主に「里神楽」で、全国各地に膨
大な数が存在します。
　「里神楽」も、「巫

み こ
女神楽」「出

い ず も
雲流神楽」「伊

い せ
勢流神楽」

「獅子神楽」に大別されます。熊本県の神楽のほとんど
は出雲の佐

さ だ
陀大社の神楽が元となっている「出雲流神

楽」の系統です。
　波野の神楽は「里神楽」を中心に「御神楽」などの要素
が織り交ざって構成されています。

熊本の神楽は５種類
１. 肥後神楽
　県内に一番多く分布していて、その数は１００カ所
を越えています。2 ～ 6 人で組を作り、弓矢や刀を持っ
て舞います。

２. 豊後岩戸神楽
　神話をテーマにした神楽で、３３座で構成されてい
ます。竹を登る舞いを取り入れているのが特徴の一つ
です。中江岩戸神楽と横堀岩戸神楽、南小国町の吉原岩
戸神楽はこの神楽に該当し、豊後（大分県）から伝わっ
てきました。

３. 高千穂神楽
　神話の里として知られる宮崎県高千穂に近いところ
に伝承されています。３３座で構成されていますが、豊
後系と演目名は共通しているものの、内容が違うものが
多くなっています。村人が演じる里神楽の原型を伝えて
いて、豊後系に比べて派手さが少なく古風な神楽です。

４. 阿蘇古代神楽
　阿蘇神社の神職だけが舞う神楽で、阿蘇神社の末社
でも舞われている特殊な古代神楽です。

5. 球磨神楽
　人吉球磨地方に伝わる神楽で、お面を付けずに舞い
ます。独自の特色を持ち、極めて貴重とされています。

ＫＡＧＵＲＡ



神
話
の
時
代
、正
義
と
平

和
を
象
徴
す
る
太

陽
の
神 
天ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
神
は
、わ
が
ま

ま
な
弟 
素ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

戔
嗚
命
の
乱
暴
ぶ
り

に
怒
り
耐
え
か
ね
、天ア
マ

の
岩
戸
に

隠
れ
て
し
ま
い
、世
の
中
は
暗
闇

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

困
っ
た
八ヤ
オ
ロ
ズ

百
万
の
神
々
は
、天

照
大
神
に
岩
戸
か
ら
出
て
き
て
も

ら
う
た
め
、天ア
マ
ノ
ヤ
ス
ガ
ワ
ラ

安
河
原
に
集
ま
っ

て
相
談
し
た
末
、素
戔
嗚
命
を
追

い
払
い
、岩
屋
の
前
で
宴
会
を
開

く
こ
と
に
し
ま
す
。

中
江
岩
戸
神
楽

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
・
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　

荻
岳
の
麓
に
あ
る
中
江
地
区
。

22
戸
か
ら
な
る
の
こ
の
集
落
で

は
、約
２
５
０
年
以
上
も
前
か
ら

神
楽
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
江
岩
戸
神
楽
は
、御お
ん
だ
け嶽

神
社

（
豊
後
大
野
市
）に
伝
わ
る
神
楽

に
、伊
勢
神
楽
、出
雲
神
楽
、高
千

穂
神
楽
の
要
素
を
加
え
、さ
ら
に

宮
中
に
伝
わ
る
御
神
楽
や
宮
中

雅が
が
く楽

、久く
め
ま
い

米
舞（
儀
式
用
の
国
風
歌

舞
）な
ど
の
衣
装
を
取
り
入
れ
33

座
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
に
鎮
座
す
る
荻
神
社
の
春

秋
の
祭
事
で
奉
納
さ
れ
る
神
楽
と

し
て
伝
え
ら
れ
、昭
和
35
年
に
は

県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
、昭

和
50
年
に
は
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、伝
統
文
化
の
保
存
や
次
世
代

へ
の
継
承
に
務
め
る
活
動
が
評
価

さ
れ
、文
部
科
学
省
の
地
域
文
化

功
労
者
表
彰
や
第
15
回
公
徳
賞
な

ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
神
楽
は
神
様
に
捧
げ
る
神
聖

な
歌
舞
で
す
。現
在
、中
江
岩
戸

神
楽
保
存
会
の
楽
員
16
名
の
う

ち
中
学
生
、高
校
生
、高
校
卒
の

若
手
が
６
名
お
り
、幼
い
こ
ろ

か
ら
神
楽
や
神
様
に
関
す
る
こ

と
を
教
え
て
き
ま
し
た
。今
は
、

大
人
顔
負
け
の
動
き
で
見
事
な

舞
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、

神
楽
を
舞
う
子
ど
も
は
神
様
と

一
緒
に
生
き
て
い
る
の
で
苦
難

も
乗
り
越
え
ら
れ
、悪
い
道
に

進
む
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

　
中
江
神
楽
保
存
会
に
は
30
代

～
40
代
の
会
員
が
不
在
で
後
継

者
が
不
足
し
て
い
ま
す
。こ
の

子
ど
も
た
ち
を
神
楽
の
指
導
者

と
し
て
育
て
、中
江
岩
戸
神
楽

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
私
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。私

自
身
も
身
体
が
動
く
限
り
現
役

で
神
楽
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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中江岩戸神楽保存会
佐藤 義

よしかつ

勝 会長



横
堀
岩
戸
神
楽

　

岩
戸
の
前
に
祭
壇
を
設
け
、芸

達
者
な
女
神 

天ア
マ
ノ
ウ
ズ
メ

鈿
女
命
が
賑
や

か
に
舞
い
踊
り
、そ
れ
を
肴
に

神
々
は
周
り
で
宴
会
を
始
め
ま
し

た
。騒
ぎ
が
気
に
な
っ
た
天
照
大

神
が
岩
戸
を
少
し
だ
け
開
い
て

覗
い
た
と
こ
ろ
を
力
の
強
い
神 

手タ
ヂ
カ
ラ
オ
ノ
ミ
コ
ト

力
雄
命
が
岩
戸
を
引
き
開
け
、

世
の
中
に
再
び
光
が
戻
り
ま
し
た
。

岩
戸
神
楽
は
、

こ
の

「
天
の
岩
戸
」の
物
語
が
主
体
と

な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。九

州
地
方
で
は
、こ
の「
天
の
岩
戸
」

の
故
事
が
神
楽
の
起
源
で
、地
域

に
よ
り
様
々
な
形
の
神
楽
に
派
生

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
指
定
民
俗
文
化
財

　

中
江
地
区
と
同
じ
く
神
楽
が
伝

承
さ
れ
て
い
る
横
堀
地
区
。26
戸

か
ら
な
る
こ
の
集
落
の
神
楽
は
、

地
区
に
あ
る
菅
原
神
社
と
起
源
を

同
じ
く
し
て
発
祥
し
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
、今
か
ら
１
９
５
年
前
の

文
政
６
年
に
神
楽
を
神
社
に
奉
納

し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

横
堀
地
区
で
は
昔
か
ら
五
穀
豊

穣
・
家
内
安
全
・
武
ぶ
う
ん
ち
ょ
う
き
ゅ
う

運
長
久
を
祈
願

し
13
座
の
演
目
が
代
々
舞
い
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。明
治
か
ら
大
正

時
代
に
か
け
て
盛
ん
に
な
り
、戦

後
衰
退
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、横
堀
地
区
の
人
々
の
熱
意
で

横
堀
神
楽
団
体
と
し
て
残
し
て
き

た
も
の
を
、横
堀
岩
戸
神
楽
保
存

会
と
し
て
昭
和
51
年
に
再
結
成

し
、現
在
で
は
各
地
の
祭
事
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
、そ
の
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

7 広報あそ 2018.9

　
以
前
の
横
堀
岩
戸
神
楽
保
存

会
は
楽
員
を
集
落
内
の
人
に
限

定
し
て
い
ま
し
た
。神
楽
は
最

低
12
名
必
要
で
す
。後
継
者
不

足
か
ら
10
年
ほ
ど
前
に
門
戸
を

開
き
、集
落
外
で
も
神
楽
に
興

味
の
あ
る
人
を
受
け
入
れ
始

め
、現
在
は
19
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
横
堀
で
は
、心
が
ワ
ク
ワ
ク

し
て
力
が
湧
く
よ
う
な
神
楽
を

目
指
し
て
い
ま
す
。観
た
人
が

元
気
に
な
る
こ
と
で
、地
域
の

活
力
に
も
つ
な
が
り
、集
落
全

体
の
絆
も
深
ま
り
ま
す
。

　
神
楽
は
、横
堀
地
区
の
秋
祭

り
以
外
に
も「
か
ん
ぽ
の
宿
阿

蘇
」で
年
間
約
15
回
の
公
演
、

地
域
の
秋
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

勇ゆ
う
そ
う
か
っ
た
つ

壮
活
達
な
横
堀
の
神
楽
を
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。横堀岩戸神楽保存会

岩瀬 國
くにおき

興 会長



波
野
小
・
中
学
生
の
神
楽

　

波
野
の
小
中
学
校
で
は
、中
江

岩
戸
神
楽
保
存
会
の
指
導
の
も
と

神
楽
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
波
野
小
学
校
子
ど
も
神
楽
部
」

に
は
全
校
生
徒
46
名
中
12
名
、「
波

野
中
学
校
神
楽
ク
ラ
ブ
」に
は
、28

名
中
12
名
の
子
ど
も
た
ち
が
加
入

し
て
お
り
、神
楽
が
身
近
な
も
の
と

次
世
代
を
担
う

横
堀
岩
戸
神
楽
の
若
人

　

横
堀
岩
戸
神
楽
保
存
会
で
は
、

地
域
の
縛
り
を
無
く
し
、神
楽
に

興
味
が
あ
る
楽
員
を
広
く
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。こ
と
し
の
６
月

に
市
原
邦く
に
あ
き明

さ
ん（
33
歳
）、加
藤

勝か
つ
や矢

さ
ん（
31
歳
）、工
藤
勝か

つ
ひ
ろ大

さ

ん（
34
歳
）の
３
名
が
新
し
く
加
入

し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
横
堀
地
区

外
の
出
身
者
で
、神
楽
の
後
継
者

と
な
る
べ
く
毎
週
水
曜
日
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
波
野
地
区
の
み
に
伝

わ
る
伝
統
芸
能「
神
楽
」。こ
の
貴

重
な
文
化
は
新
た
な
後
継
者
の
手

に
よ
っ
て
次
の
世
代
へ
と
引
き
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。

波野中学校神楽クラブ
部長 清水 城

じょうと

斗さん
（波野中３年）

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
練
習
し
た

神
楽
は
中
江
岩
戸
神
楽
の
定
期
公

演
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉
施

設
、10
月
の
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
11
月
の
子
ど
も
芸
術
祭
な
ど

で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　清水さんは、先に神楽を始めた
兄の公演を見て「かっこいい」と憧
れを抱き、小学２年生の頃に神楽
を始めました。小学４年生で主役
を舞い、中学２年生から大人に混
ざって中江岩戸神楽の定期公演に
出演しています。
　神楽が大好きと言う清水さん。
神楽の後継者としてこれからの活
躍が期待されます。

波野小学校子ども神楽部による神楽 “五
ご ほ う れ い し

方礼始”

横堀岩戸神楽保存会 
石川 友

ともなり

也さん
（39 歳）

　愛知県豊田市出身の石川さん
は、4 年前に横堀地区に新規就農
者として移住してきました。
　3 年前に楽員の誘いで神楽保
存会に加入し、３ヵ月後のゴー
ルデンウィークの神楽公演でデ
ビュー。舞を覚えるまでは苦労し
たそうですが、今では仕事よりも
神楽が楽しみに。横堀地区を盛り
上げる貴重な担い手の一人です。

波野中学校神楽クラブの練習風景
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左から市原さん、加藤さん 
( 工藤さんは取材当日不在でした )

先輩の指導で神楽を練習。手足の動きが難しい。

注目

注目



神
楽
を
愉
し
む

中江岩戸神楽定期公演
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毎回三十三座のうち四座ほどを舞い、波野小学校子ども神楽部も大人
顔負けの神楽の舞を披露します。
●と　き　4月～ 11月の毎月第 1日曜日（10月を除く）
　　　　　午後 1時～午後 4時
●ところ　中江神楽殿（波野大字中江・荻岳近く）
●入場料　無料
●お問合せ　中江岩戸神楽保存会　☎ 24-2219

横堀岩戸神楽公演

●と　き　�９月２５日㈫、１２月５日㈬、１月１０日㈭、２月１２日㈫、
３月 8日㈮　午後７時半～午後８時半

●ところ　かんぽの宿阿蘇
●入場料　日帰り入浴料として 450円必要。宿泊者無料。
●お問合せ　かんぽの宿阿蘇　☎ 22-1122

かんぽの宿阿蘇で宿泊者を対象として披露している神楽です。日帰り
入浴をご利用の方も神楽をご覧いただけます。

奉納神楽

【中江地区 荻神社春秋の例祭】
●と　き　毎年 4月 20日・9月 30日　
●ところ　中江神楽殿
●お問合せ　中江岩戸神楽保存会
　　　　　　☎ 24-2219（佐藤）

中江地区と横堀地区の祭りで神楽が奉納されます。いずれも無料でご覧いただけます。

【横堀地区 秋祭り】
●と　き　毎年 11月 3日　
●ところ　郷土芸能伝承館
●お問合せ　横堀岩戸神楽保存会
　　　　　　☎ 24-2356（岩瀬）

第 27 回神楽フェスティバル

　

神
楽
は
、定
期
公
演
や
地
区
の
祭

事
な
ど
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

10
月
６
日
㈯
に
は
、県
内
外
の
神

楽
団
体
が
集
結
す
る
神
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

神
楽
を
知
っ
て
い
る
人
も
知
ら

な
い
人
も
、こ
の
機
会
に
身
近
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
伝
統
芸
能
の

世
界
を
愉
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

●と　き　10月 6日㈯　午前 11時～午後９時
●ところ　道の駅波野�神楽苑
●入場料　700円
●お問合せ　神楽フェスティバル実行委員会（観光課内）　☎22-3174　波野支所　☎24-2001

詳細は３ページにも
記載しています。


